
横浜天声キリスト教会　　週報　第 12 巻 5 号（No.365）　　2017 年 1 月 29 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　２コリント 6:16-17a ･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　１３番

*交読文　････････････････ 　４５番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　７８番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･･････････････････ 　１９８番

メッセージ　･･････････････ 偶像（アイドル）に夢中になってはならない(レビ記 26 章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　２１４番

献金感謝の祈り　････････ パスター

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　不信者と、つり合わないくびきを共にするな。義と不義となんの係わりがあるか。光とや

みとなんの交わりがあるか。キリストとベリアルとなんの調和があるか。信仰と不信仰とな

んの関係があるか。神の宮と偶像となんの一致があるか。＿＿は、生ける神の宮である。

神がこう仰せになっている、／「わたしは彼らの間に住み、／かつ出入りをするであろう。

そして、わたしは＿＿の神となり、／＿＿はわたしの民となるであろう」。だから、「彼らの

間から出て行き、／彼らと分離せよ、と主は言われる。そして、汚れたものに触れてはな

らない。触れなければ、わたしは＿＿を受けいれよう。(２コリント 6:14-17)

わたしは、きょう、天と地を呼んで＿＿に対する証人とする。わたしは命と死および祝福

とのろいを＿＿の前に置いた。＿＿は命を選ばなければならない。そうすれば＿＿と＿

＿の子孫は生きながらえることができるであろう。すなわち＿＿の神、主を愛して、その

声を聞き、主につき従わなければならない。そうすれば＿＿は命を得、かつ長く命を保

つことができ、主が先祖アブラハム、イサク、ヤコブに与えると誓われた地に住むことが

できるであろう。(申命記 30:19-20)

メッセージ概要

　先週、主が発せられる動詞には宣言型と命令形がある事を学んだ。主の宣言型動詞は１００％成就し、

生きていて、今も全宇宙の秩序が成り立っているが、唯一、人間には特別に「命令形動詞」が与えられた。

人が主の命令型動詞に服従するなら、宣言された通りの祝福が与えられ、逆らうなら、呪いが待っている。

祝福と呪いの分岐点はシンプルで、主の御言葉に聞き従い守り行うなら祝福が、聞き従わず守り行わない

なら呪いが待っている（申命記２８章）。今回、この祝福と呪いの大本を、レビ記２６章から学びたい。

　レビ記２６章も申命記２８章同様、祝福と呪いの箇所だが、ここの特徴は、最初に「あなたがたは自分のた

めに、偶像（エリィル：無駄・無益）を造ってはならない」「わたしの安息日を守り、またわたしの聖所を敬わ

なければならない」　という命令で始まる事だ。祝福と呪いの大本は、主の御言葉と共に歩み、それを守り

行うかどうか(3,14節)、そして、その根本  となる事が、「  自分のために偶像を造ってはならない」  である。

　これはとても大切であり、十戒の第一・第二にもある程だ。もし自分と主との間に何かを置き、主よりも  そち  

らを  優先するなら、それが偶像  だ。それはお金であったり、異性であったり、自分自身であったりする。

偶像は元々、無益・無駄なイメージ、英語ではアイドルである。現代、スマホから来る無益な映像やゲーム

も、まさにそれではなかろうか。それは魅力的なもの、夢中になる類のもので「  自分のために  造る」  のだ。

夢中になるアイドル、それは最初は甘くても後には苦くなり、人から、社会から、主から見捨てられてしまう。

　偶像によってまず壊れるのは、主との関係  で、安息日を守る事、聖所を敬う事が、おろそかになって行く  。

命令の順序は、第一に偶像の禁止、次に礼拝の尊守、その後に、主の命令を守り行う事だった。つまり順

番として、もし偶像を作るなら、主との関係が壊れ、礼拝がおろそかになり、主の「しなさい、してはならな

い」が守れなくなって行く。だから偶像礼拝者に真っ先に現れる兆候は、約束を守れなくなる事である。

　祝福の前提条件は「  もしあなたがたがわたしの定めに歩み、わたしの戒めを守って、これを行うならば  」  で、

その人には主が豊かに雨を降らせ、豊かに実らせ、麦打ちは春から秋まで、秋の収穫は、種まきのシーズ

ンまで続く程におびただしく穫れる。なぜなら、産まれて来る子もおびただしく増えるからだ。(4-13)
　しかしもし御声に聞き従わず、守り行わず、主との契約を破るなら、来る呪いは段階的に厳しくなって行く。

まずは恐怖と病が降され、命がやせ細り、自分の労苦は他人に奪われる(14-16)。それでも立ち返らないな

ら、その罰は七倍重くなり、天は鉄のように雨を降らせず、地は青銅のように作物が出なくなり、力は無駄

に費やされてしまう(19-20)。それでも聞かないなら、さらに七倍罰が重くなり、野獣がはびこって子供や家

畜が奪われ、国が荒れ廃らされてしまう(21-22)。それでも聞かないならさらに罰は七倍重くなり、剣や疫病

が国内に臨み、敵の手に渡されてしまう。また、食料が主に打たれ、ひもじくなってしまう(23-26)。
それでも聞かないなら、さらに罰は七倍重くなり、自分の子供を食べる程の深刻な食糧難となり、さらには、

その地から追い出されて国々に散らされ、敵国にいるようになる。実際、そのような呪いを、イスラエルは全

て味わい尽くしてしまった。なぜなら「主に聞き従わない事」を、し続けたからだ。主は代々預言者を通し、

多くの不思議な事や奇跡を通して、警告して来たのを全部無視し、自分のアイドルを捨てなかったからだ。

イスラエル      2500      年の離散の根本と、ノアの洪水の根本は同じで、それは  「異性」というアイドル  だ。

イスラエルに偶像礼拝の元をつくってしまったのはソロモンであったが、彼は元々、主の御声に聞き従う人

だった。しかし異性が彼の信仰を台無しにしてしまい、イスラエルに立派な神殿を建てたのに、多くの妻達

に惑わされ、偶像の宮も建ててしまった。ダビデは罪を指摘されたら一度で悔い改めたが、ソロモンは二

度戒めを受けたのに二度も蹴り、もはや戒めは与えられなくなった。彼は自分の好む女やアイドルを存分

に耽り楽めたであろうが、その人生の最後は、全てが虚しいものとなってしまった。（伝道者の書）

　彼がもたらした偶像礼拝は、その後ずっとイスラエルの歴史に尾を引き、ついにはバビロン捕囚の憂き目

に遭ってしまった。それでも主の憐みにより、７０年の後に帰って来たというのに、すぐまた異邦の女をめ

とって、同じ過ちを繰り返しそうになった。そこをエズラが改革を断行し  、異邦の女や御言葉を知らない子  

供を国から追い出した。それは身を切るような辛さであったろうが、そこから暫くの平和な時代が始まった。

　主は、私達が滅びに至らないよう、「災い」という囲いを用意して、祝福への門を開いておられる。

私達は盲目で、好き勝手な道を歩もうとしていても、主は災いという囲いで無理矢理祝福の道へと導いて

下さる。主の道に歩む幸いは、押入れゆすり入れの祝福、災いもまた、踏んだり蹴ったりの「祝福」なのだ。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  
日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 12 巻 5 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017 年 1 月 29 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

